
１学習内容の説明⇒２問題演習⇒３振り返り（確認テスト・相互採点・リフレクションの記入）

【内容目標】変量が変化したときに平均値や分散、標準偏差に起きる変化を理解しよう

□変量の変換

        

 
   

   倍され だけ増加させてつくる   

 

           

  

散布図を考えると

イメージしやすいかも…




       




          




        




        

  の平均値も倍され だけ増加する

            
 

  


 



 


    
     

  




 
 
     

      
  

すべての変数を実数倍すると散らば

りに影響が出るが、すべての変数に

足したり引いたりしても散らばりに影

響は出ない

 


 


    
     

  

 
 

 


  
 

       

 の分散は  倍  の標準偏差は  倍

変量の変換

     

     





   

 分散 
 

 
    

分散は偏差を２乗しているのだから係数の２乗が現れる

（は散らばりに影響しないので消えてしまう）
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変量の変換

共分散     





共分散は偏差の積だから

係数の掛け算が現れる

相関係数は正負のみ

散らばり具合は変わらない

 


 


 

   







 







例１）      
  

   

 
   

  

     

     

 



 

 



 
 

 

      

    

分散 

  


  

例２）           
 

        

      

      


  





  






  
 


 

  
    

      
 


    


 


  

      

一般にはを正の定数として
 


と変換した変量を考えることが多い。ここで    ，  とすると，変量

 




のデータの平均値は，標準偏差はとなる。このときのをの標準化（標準測度）という。これを利用したのが偏差値。

   仮平均
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